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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，自記式の質問紙調査で得られるデータの質を向上させるために，矛
盾回答や指示項目など従来の方法を使わずに，不真面目な回答を行う対象者を発見するための方法を考案するこ
とである。研究成果としては，①この方法を開発するためのデータ収集が完了したことと，②不真面目な回答を
削減するために調査項目数を減らすための新たな方法について既存の方法との統計学的比較を行った査読付き論
文が掲載されたことである。
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to develope a new method to detect improper
 examinees in a questionnaire to improve its quality by using neither inconsistent answers nor 
instruction items. Two outcomes of this research were as follows. 1. Data collection to develope a 
method has been accomplished. 2. A paper that compared a new method to decrease questionnaire items 
to decrease improper responses with a old method has been published.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 質問紙調査法は，社会科学の研究方法と
して極めて使用頻度が高い。しかしながら，
質問項目に対して真面目とはいえない回答
を行う調査対象者の存在は，データそのもの
やデータ分析の結果を歪めてしまうため，こ
れらの回答者を発見・抽出する方法を開発す
ることは社会科学において重要である。 
 この問題に対して，複数の質問項目に対し
て矛盾回答を行う回答者を抽出したり，指示
項目（「この設問には 3 に丸をつけてくださ
い」などの指示が付与された項目）を守らな
い回答者を抽出して，データから不適切回答
者を抽出する方法がある。これに関連する研
究として，三浦・小林（2015）がある。 
 しかしながら，矛盾回答を抽出したり，指
示項目を設けるために質問項目数を増やす
ことは，調査上は好ましくない。できる限り
少ない項目数で，研究上必要な内容の項目だ
けを尋ねることが回答者負担や研究倫理の
面から求められていた。 
 
(2) また，不適切回答者は質問項目数が多く
なると増加する。したがって，質問紙調査の
質を向上させるという意味では，いかに質問
項目数を減らすかということも重要である。 
 この目的に関して，心理学を中心として短
縮型調査が用いられてきた。短縮型調査とは，
質問項目の一部のみを選び調査項目とする
方法である。しかしながら，短縮型調査は，
質問項目の一部しか使用しないため，全項目
を使用した場合（これを原版と呼ぶ）と比べ
て，データ分析の結果にバイアスが発生する
可能性がある。 
一方，質問調査項目全体と調査対象者をい
くつかに分割し，各調査対象者に対しては一
部の項目のみを尋ねつつ，対象者全体をみれ
ばすべての項目についてデータを収集する
ことができる調査方法に，分冊型調査がある。
しかしながら，分冊型調査の有効性について
はほとんど知見が得られておらず，特に社会
科学研究でよく用いられる確認的因子分析
を行った場合の性質については知られてい
なかった。 
 
２．研究の目的 
上記(1)(2)ともに，質問紙調査データの質の向
上を目的としているが，それぞれについて詳
しく目的を述べる。 
 
(1) 本研究の目的は，矛盾回答を抽出したり，
指示項目を設けるために質問項目数を増や
すことなく（つまり，矛盾回答や指示項目を
使わずに），不適切回答者を抽出するための
統計的方法を開発することである。これによ
って，質問紙調査データの質を向上させるこ
とを目指す。 
 
(2) 本研究の目的は，質問項目数の削減とい
う意味では同じ効果を持つ分冊型調査と短
縮型調査について，分析モデルを確認的因子
分析とした場合の統計学的な比較を行うこ
とである。これによって分冊型調査の有効性
が示されれば，従来使われてきた短縮型調査
の代わりに使用することで，質問紙調査デー
タの質を向上させることが可能となる。 
 
３．研究の方法 
(1) 矛盾回答者や指示項目を守らない回答
者を不適切回答者と定義して，不適切回答者
であるか否かを，矛盾回答者や指示項目以外
を使って予測可能なモデルを開発する。そこ
で，質問紙調査を実施して，矛盾回答者を抽
出するための項目や指示項目を含めておく。
それらの項目を使って不適切回答者を抽出
し，不適切回答者であるか否かを1,0の目的
変数とする。 
実施した調査は，三世代同居が子ども数に
与える影響に関するものであり，Webによる
質問紙調査を実施した。調査は，スクリーニ
ング調査と本調査の2つに分かれており，項
目を読まずに回答した場合には，2つの調査
間で矛盾が生じる仕組みを作った。たとえば，
スクリーニング調査で調査対象者の子ども
数を尋ね，本調査で家族全員の出生年月日を
尋ねている。スクリーニング調査で子ども数
を適当に回答した場合，本調査における回答
と整合性を欠く可能性がある。これが矛盾回
答である。スクリーニング調査の実施と本調
査の実施の間には，一週間程度のインターバ
ルをおいた。 
調査項目の中には，心理学の研究で頻繁に
使用されるパーソナリティのビッグ・ファイ
ブも含まれていた。ビッグ・ファイブ項目の
中に指示項目を含め，これを使った不適切回
答者抽出も行った。 
 
(2) 分冊型と短縮型のどちらのデータの因
子分析結果が原版の因子分析結果に近いか
を調べるために，3 つの調査方法で Web に
よる質問紙調査を実施した。 
 図1に分冊型調査票の例を示した。項目が
a1からc6まで18項目あるとき，これら全て
を全調査対象者に実施するのではなく，対象
者を 3分割して，aの項目すべて＋bの項目
すべて，aの項目すべて＋cの項目すべて，b
の項目すべて＋cの項目すべて，の 3通りの
調査票を，分割したそれぞれの対象者に実施
するのが，ここに示した分冊型案 1である。
この他にも分冊案のレイアウトを考えるこ
とができる。本研究では3種類の分冊型調査
を使用した。 
 一方，短縮型とはa, b, cそれぞれについ
て1から4の項目だけを尋ねるなど，全体の
うち一部だけを全調査対象者に尋ねる形式
の調査である。原版は全ての調査項目を全調
査対象者に実施する方法である。 
 原版，短縮型，3種類の分冊型調査の5つを
実施した。データとして収集したのはパーソ
ナリティのビッグ・ファイブであった。実デ
ータを用いたシミュレーション研究および
実データ分析の結果から，短縮型と3種類の
分冊型調査の4つの中で，どの調査方法が原
版の結果に近いのか調べた。 
［図１］分冊型調査の例 
 
 なお，実データを用いたシミュレーション
研究というのは，原版データの共分散行列を
持つ多変量正規分布からデータを発生させ，
これを原版，短縮型，3種類の分冊型調査と
して分析して，もともとの原版データにおけ
る統計量との比較を行ったものを指す。 
 
４．研究成果 
(1) 現時点では，Webによる調査を実施して，
不適切回答者を抽出する段階まで終了して
いる。今後は，これらの不適切回答者を他の
項目を使って予測する方法の開発や，どのよ
うな調査においても汎用的に使用可能なよ
うに交差妥当化を行い，この方法を修正する
ことが必要である。 
 
(2)  短縮型と 3種類の分冊型調査比較との
観点は，両調査によってデータ収集して因子
分析を行った場合，どちらの方が原版に近い
因子間相関や，因子と他の項目との相関を生
み出すだろうか，というものであった。 
この結果，尾崎（2018）は，短縮型調査よ
りも図1にあるような分冊型では，調査の方
が原版の結果に近いという結論を実データ
を使ったシミュレーション研究と実データ
分析から導いた。分冊型調査の中でも，a, b, 
cそれぞれについて1から4だけを尋ねるよ
うな形式の調査票は，図1の形式の場合より
も因子負荷量のバイアスが大きいことが示
された。したがって，このような形式の場合
には因子間相関や，因子と他の項目との相関
にもバイアスを与えることになる。 
この研究から，分冊型調査は，調査対象者
の回答負担を減らすことが可能であり，かつ
短縮型調査よりも推定値のバイアスが小さ
いことが分かった。分冊型調査を実施するこ
とで調査データの質の改善が期待される。 
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